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会百

傘
宗
像

平
成
ノ
大
造
営

た
大
節
分
祭

二
月
三
日
、
宗
像
観
光
協
会
（
会
長
1
1

小
林
正
勝
）
と
の
共
催

に
よ
る
「
む
な
か
た
大
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ
う

と
す
る
多
く
の
参
拝
者
が
参
集
し
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気

で
包
ま
れ
た
。

乏
本
来
、
節
分
と
は
季
節
の
分
か
れ
目
を
指
す
言
葉
で
、
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
意
で
あ
る
が
、
よ
く
「
立
春
を
も
っ

て
年
と
り
」
と
い
わ
れ
る
通
り
、
旧
暦
で
は
立
春
を
一
年
の
始
め
と

し
て
お
り
、
春
の
節
分
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
で

は
立
春
の
前
日
の
み
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
月
一
日
、
氏
子
青

年
会
の
奉
仕
に
よ
り
、

例
年
本
殿
横
に
豆
打
式

の
特
設
舞
台
を
設
置
し

て
い
る
が
、
本
年
は
本
・

拝
殿
修
復
工
事
に
付
き
、

斎
館
前
の
広
場
に
設
け

ら
れ
た
。

二
月
三
日
は
曇
天
な

る
も
寒
さ
は
和
ら
ぎ
、

穏
や
か
な
日
和
と
な
る
。

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
訓
叫
叩

に
皆
人
の
心
も
磨
い
て
、
常
に
墨
り
な
い
よ

う
に
す
べ
き
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
神
が
清

明
正
喧
の
徳
を
第
一
と
し
て
教
え
ら
れ
て
い

る
に
つ
い
て
、
人
も
常
に
そ
う
し
た
心
を
持

ち
得
る
よ
う
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ

に
清
浄
・
正
喧
の
二
徳
が
神
の
本
来
の
姿
で

あ
る
意
が
知
ら
れ
る
。
神
の
心
に
照
ら
し
て

反
省
の
念
を
常
に
持
つ
こ
と
が
、
自
分
の
心

の
汚
れ
を
毎
日
拭
き
去
る
こ
と
に
な
る
。
清

浄
・
正
直
の
二
文
字
を
心
の
守
り
札
と
し
て

生
き
る
生
き
方
が
こ
れ
に
示
さ
れ
て
い
る
▼

間
も
無
く
東
日
本
大
震
災
発
生
よ
り
早
三
年

と
な
る
。
震
災
直
後
の
日
本
人
の
美
し
い
姿

勢
は
世
界
よ
り
「
世
界
の
奇
跡
」
と
ま
で
絶
賛

さ
れ
、
改
め
て
日
本
人
の
美
徳
、
そ
し
て
様
々

な
社
会
環
境
の
在
り
方
が
見
薗
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
思
い
や
、
被
災
地
復
興
に
対
す
る

関
心
は
や
や
風
化
し
て
き
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
中
、
復
興
の
為
の
資
金
を
不

当
に
着
服
す
る
塑
も
出
だ
し
て
い
る
▼
い
ま

だ
に
行
方
不
明
者
は
一
＿
＿
千
名
近
く
を
数
え
、

ま
た
避
難
者
は
二
十
七
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
。

改
め
て
被
害
の
大
き
さ
に
慄
然
と
す
る
。
各

地
で
復
旧
・
復
興
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
進

捗
度
は
と
て
も
速
い
と
は
い
え
な
い
▼
物
的

な
復
興
は
も
と
よ
り
被
災
地
の
方
々
の
心
の

平
穏
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
我
々
は

継
続
的
に
暴
り
な
い
心
で
祈
り
続
け
、
当
時

世
界
が
、
そ
し
て
日
本
人
自
ら
が
思
い
起
こ

し
た
日
本
人
の
美
し
い
精
神
を
取
り
戻
す
べ

く
、
心
の
鏡
を
磨
き
続
け
た
い
。
（
長
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 01 20-075-980 

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1 -1 2-1 0-40 1 
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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いれ職祈宮の仕総節定
‘‘二念司方者代分刻
桃追人すが々を会祭午
弓難がる災が始・斎前

夏塁骨眉冒胄め、関行土
に面殿を除さ氏団責時
て弦の奏·れ子な、任、
ーノ左上延る会と役仮

在雙存汲雷主且昇員虐
天を分に福高員式氏に
に行か神を向会奉子て

.................................................................................. 

が外年舞者 清三矢向
息福の台は祭め度をけ
は無に斎典た鳴三‘

れ内病移館後゜ら度も
た一息動前、 し射う

:·—●゜の災しに神 天る一
しが達が供な高多ろ今発を、設職 地所人
た神の行達し宮くぅ年声祈高営上 の作は
゜苑黄ゎへた参のとのと＾向さ豆 邪を地
引に色れの°道参集福共で宮れ打 気しに
きこい、豆先に拝まをに-,司た式 を、向
続だ歓子撒ず列者っ授福鬼が特奉 祓弦け
きま声供き子をはたか豆は一設仕 いをて
............................................................................................................................................................. 

りた等たブン年を 声ヘブポ取リ今豆行一
御各‘ールテ会始本援上ル l つし年打い般
礼団御• l イ・め年かが l ッたクプ式な参
申体協ススア宗二も送る己団二昇口がが拝

着霞：苫睾'’見［虹差寧； ｀霊：賢宣愛まはだフ-,—観社 い達二の事 l t.,.に場
す衷きイむ万光氏光 拍がツプ トば別制
゜心まヤなクボ子協 手舞クロ勝ッ又け限
よし l かスラ青会 と台ススちプ、てを

心竺 虚疇疇平§やZ--.:

I‘、 1 、1`了1::: ¢碍im;:. 

し‘―`¢畏
.,.l 

豆｛邑豆ターるライヤS客室乗務員とサニックスブルースの選手

春まつりの御案内::悶□詈言字甕芦芦乙ヨし上げます。
◆3月 31 日（月）午後 5 時 総社地主祭

午後 6 時 宵宮祭

午前11 時 一日祭（氏子奉幣・主基地方風俗舞・浦安舞）

午前11 時 二日祭（海洋神事功労者表彰）

午前11 時40分 宗像護国神社春季大祭

高宮祭、第二宮•第三宮祭、交通安全講社祭

献茶祭（南坊流・花田社中）

◆4月 1 日（火）

◆4月 2 日（水）

午後 2 時
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建
国
祭
斎
行

一
方
で
は
奉
祝
反
対
の
集
会
も
目
立
っ

二
J
行
わ
れ
て
お
り
、
嘆
か
わ
し
い

二
ほ
か
り
で
あ
る
。

一
日
本
に
は
「
昭
和
」
や
「
平
成
」

寒
さ
厳
し
い
二
月
十
一
日
午
前
丁
上
、
続
い
て
巫
女
に
よ
る
浦
安
舞
：
と
呼
ば
れ
る
「
元
号
」
と
、
神
武
天

十
一
時
、
多
く
の
参
拝
者
が
見
守
二
奉
奏
、
各
代
表
者
が
玉
串
拝
礼
を
二
呈
が
橿
原
の
地
に
て
即
位
さ
れ
た

る
中
、
仮
本
殿
に
て
我
国
の
誕
生
：
執
り
行
い
、
祭
典
は
滞
り
な
く
終
ニ
ヰ
か
ら
続
く
「
皇
紀
」
と
言
う
、
我

を
祝
う
建
国
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
二
J
し
た
。
：
が
国
独
自
の
年
号
が
二
つ
あ
る
が
、

神
武
天
皇
建
国
以
来
の
国
体
護
持
i
我
が
国
誕
生
の
日
で
あ
る
二
月
二
現
在
各
界
で
は
西
洋
暦
の
表
記
が

と
皇
室
・
国
家
、
国
民
の
弥
栄
を
丁
丁
一
日
は
も
と
の
「
紀
元
節
」
、
現
二
土
流
で
、
生
活
に
於
い
て
一
番
身
近

祈
念
す
る
祝
詞
を
高
向
宮
司
が
奏
在
で
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し
て
‘
[
な
暦
か
ら
独
自
の
文
化
が
排
除
さ

「
建
国
を
し
の
び
、
国
を
丁
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
認
め
る
考
え

愛
す
る
心
を
養
う
」
の
趣

□
り
主
体
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
理
由
と

旨
も
の
と
全
国
各
地
で
さ
了
し
て
い
る
が
、
世
界
に
目
を
向
け
て

ま
ざ
ま
な
神
事
や
式
典
等
：
み
れ
ば
、
各
文
化
圏
、
各
国
独
自

の
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
二
り
暦
を
持
つ
国
も
多
い
。
勢
力
の
強

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
一
い
文
化
に
迎
合
し
独
自
色
を
無
く

ョ
F
.g
陵
す
事
は
、
国
際
化
で
はなく

、
文
化
の
侵
略
で

あ
る
。
真
の
国
際
化
と

は
、
各
国
が
独
自
の
文

化
を
誇
り
に
思
い
保

持
す
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
国
際

化
を
言
い
訳
に
し
た

独
自
文
化
を
軽
ん
じ

る
流
れ
の
中
で
、
心
あ

る
国
民
は
我
が
国
の

歴
史
・
伝
統
を
後
世
に

伝
え
、
継
承
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
月
三
十
日
、
宗
像
大
社
海
洋
一
で
参
内
し
て
お
り
、
本
年
の
献
上

神
事
奉
賛
会
の
初
会
合
が
宗
像
漁
二
者
は
大
島
・
鐘
崎
よ
り
各
一
名
ず

協
田
中
勇
司
組
合
長
、
沖
・
中
両
ニ
ノ
選
定
頂
く
こ
と
が
決
定
し
た
。

宮
奉
賛
会
沖
西
敏
明
会
長
を
は
一
関
係
者
よ
り
現
時
点
で
の
若
布

じ
め
漁
協
各
支
所
・
水
難
救
済
会
二
り
生
育
状
況
が
順
調
で
あ
る
こ
と

代
表
の
方
々
十
二
名
出
席
の
下
、
：
が
報
告
さ
れ
、
例
年
通
り
の
献
上

斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

□
か
で
き
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。

午
前
十
一
時
よ
り
仮
本
殿
に
て
一
次
に
「
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審

大
漁
祈
願
祭
を
斎
行
、
終
了
後
会
二
議
さ
れ
、
近
年
の
奉
仕
船
に
つ
い
て

議
に
入
り
「
若
布
献
上
」
「
秋
季
大
」
議
論
さ
れ
御
神
幸
に
ふ
さ
わ
し
い

祭
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

□
体
制
作
り
を
す
る
旨
、
決
定
し
初

た
。
：
会
合
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

宮
中
へ
の
若
布
献
上
は
、
例
年

宮
司
と
随
行
神
職
一
名
、
各
漁
協

よ
り
推
薦
さ
れ
た
二
名
の
計
四
名

平
成
二
十
六
年

宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
初
会
合
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畔
一

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
一
例
年
、
本
殿
周
辺
に
て
行
っ
て
い

土日ー
ニ
十
六
日
を
前
に
、
二
十
四
日
、
今
了
た
消
火
訓
練
は
、
平
成
ノ
大
造
営

月3
年
で
四
十
回
の
節
目
を
迎
え
た
、
ご
に
よ
る
修
復
工
事
の
た
め
、
本
年

年
[26

一
恒
例
の
文
化
財
防
火
訓
練
が
、
宗
こ
は
第
二
駐
車
場
か
ら
出
火
し
、
重

像
大
社
自
衛
消
防
団
・
宗
像
地
区
二
要
文
化
財
の
本
殿
・
拝
殿
、
ま
た
、

成
i

一
消
防
本
部
・
宗
像
市
消
防
団
（
第
一
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
収
蔵
展
示

1

三
・
十
・
十
一
・
十
三
分
団
）
・
宗
像
二
9

る
神
宝
館
に
火
勢
が
迫
っ
て
い

市
女
性
消
防
団
か
ら
約
一
0
0
名
i
る
想
定
で
行
わ
れ
た
。
二
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
第
一
i
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和

が
参
加
し
行
わ
れ
た
。
一
午
前
九
時
五
十
分
、
火
災
を
発
こ
駐
車
場
に
集
結
。
各
隊
は
統
制
の
ニ
―
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月

見
し
た
神
職
が
、
社
務
一
と
れ
た
動
き
で
配
置
に
つ
き
、
祈
ニ
―
十
六
日
、
世
界
最
古
の
木
造
建

所
に
連
絡
し
、
社
務
所
二
願
殿
に
向
か
っ
て
一
斉
放
水
を
開
二
染
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が

か
ら
一
―
九
番
通
報
。

□始
、
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
ご
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
文
化

職
員
は
直
ち
に
第
二
駐
口
か
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

□
財
保
護
の
た
め
、
さ
ら
に
は
一
年
の

車
場
に
駆
け
つ
け
、
巫
一
消
火
活
動
終
了
後
、
訓
練
参
加
[
内
で
了
二
月
は
最
も
火
災
が
発
生

女
と
女
性
消
防
団
は
バ
こ
者
は
第
一
駐
車
場
に
集
合
し
、
宗
了
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ

ケ
ツ
リ
レ
ー
を
開
始
、
一
像
地
区
消
防
本
部
消
防
長
門
脇
豊
丁
こ
で
昭
和
三
十
年
に
定
め
ら
れ
、

神
職
・
管
理
員
は
可
搬
二
氏
、
宗
像
市
長
谷
井
博
美
氏
に
よ
一
以
来
、
毎
年
こ
の
時
期
に
は
文
化

式
ポ
ン
プ
を
使
い
心
字
：
る
講
評
が
な
さ
れ
、
高
向
宮
司
が

□
財
所
有
者
・
各
関
係
機
関
が
協
力

池
よ
り
ホ
ー
ス
を
延
ば
こ
防
火
訓
練
の
御
礼
挨
拶
を
行
い
、
丁
し
、
文
化
財
防
火
運
動
を
行
っ
て
い

し
、
地
元
消
防
団
と
共
二
訓
練
が
終
了
し
た
。
一
る
。
当
大
社
で
は
昭
和
四
十
六
年

に
放
水
を
行
い
、
初
期
一
ま
た
、
職
員
の
防
火
、
救
命
意
一
に
斎
行
さ
れ
た
「
昭
和
の
大
造
営
」

消
火
に
あ
た
っ
た
。
一
識
向
上
の
た
め
、
同
日
午
後
二
時
一
を
機
に
毎
年
実
施
す
る
よ
う
に
な

続
い
て
、
折
か
ら
の
：
よ
り
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
の
指
：
り
、
今
年
で
四
十
回
目
を
迎
え
た
。

強
風
に
よ
り
祈
願
殿
に
こ
導
に
よ
る
救
命
講
習
を
清
明
殿
に
一
当
大
社
が
収
蔵
す
る
貴
重
な
文

延
焼
拡
大
し
た
想
定
二
J
開
催
し
、
消
火
器
、
A
E
D

（
自
一
化
財
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
も
、

で
、
午
前
十
時
、
宗
像

□
動
体
外
式
除
細
動
器
）
、
心
肺
蘇
生
：
今
後
も
消
防
設
備
の
充
実
、
職
員

地
区
消
防
本
部
・
宗
像

□の
方
法
を
約
二
時
間
に
ご
指
導
い
二
の
防
火
意
識
の
向
上
を
今
ま
で
以

市
消
防
団
の
各
消
防
車
丁
た
だ
い
た
。
丁
上
に
図
ら
ね
ば
と
思
う
。

宗 MUNAKATA ~ 4
 

文
化
財
防
火
訓
練
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【拝殿外壁板】古胡粉は完全に取り除き、塗り直す。
【本殿縁板】高欄を解体したところ、地覆下端部の
腐朽が著しかったので、緑板も解体補修となった。

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

本
殿
周
り
、
拝
殿
屋
根
内
部
の
修
復
も

進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

ー
工
事
進
捗
状
況
は
左
記
の
通
り
ー

【緑板修復中】板先の腐朽が多く見られる。
可能な限り、補修を行い再用に努めている。

造
営
日
記
④

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
出
光
興
産
で
も
外
国
籍
社
員

の
採
用
を
進
め
て
お
り
、
去
る
一
月
二
十
日
、
一
泊
二
日
の
行

程
で
、
外
国
籍
新
入
社
員
男
女
各
一
名
、
引
率
者
一
名
の
計
三

名
が
参
加
し
研
修
が
行
わ
れ
、
創
業
者
・
出
光
佐
三
氏
が
大
切

に
し
て
き
た
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」
を
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

研
修
で
は
白
衣
・
白
袴
を
着
装
し
、
祭
式
作
法
や
神
道
に
関

す
る
講
義
を
受
け
、
夜
に
は
鎮
魂
を
行
い
、
慣
れ
な
い
正
座
で

一
時
の
間
、
日
頃
の
喧
騒
を
忘
れ
精
神
を
集
中
し
て
い
た
。

翌
日
は
早
朝
よ
り
境
内
清
掃
を
行
い
、
研
修
終
了
奉
告
祭
に

参
列
、
そ
の
後
、
大
島
に
渡
り
、
中
津
宮
な
ど
も
参
拝
し
た
。

こ
の
研
修
が
、
今
後
の
活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

出
光
興
産

o
o

外
国
籍
新
入
社
員
研
修

研
修
生
の
感
想

潤
滑
油
部
潤
滑
技
術
一
課胡

方
旭

「
中
国
人
で
あ
る
私
は
、
神
社
に

対
し
て
複
雑
な
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
研
修
で
神

社
、
神
道
の
あ
り
方
が
、
日
本
人
の

自
然
や
物
を
大
切
に
す
る
文
化
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
ま
た
、
宗
像
地
方
が
古
く
か

ら
日
中
国
交
の
窓
口
で
あ
る
こ
と

も
知
っ
た
。
今
後
、
日
本
文
化
の
良

さ
を
体
得
し
、
世
界
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
私
の
使
命
と
感
じ
て

い
る
」
。

潤
滑
油
部
潤
滑
技
術
三
課李
椰

「
入
社
し
て
十
ヶ
月
経
っ
た
が
、

日
本
文
化
の
理
解
が
浅
い
こ
と
に

悩
ん
で
い
た
の
で
、
と
て
も
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
鎮
魂
で
は
や
が
て
自

分
の
呼
吸
が
聞
こ
え
、
そ
し
て
自

分
と
の
対
話
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
瞑
想
の
時
は
、
自
分
を
高
め
る

た
め
に
今
後
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ

た
。
正
座
三
十
分
は
厳
し
か
っ
た

が
、
日
本
人
の
ヶ
忍
耐
：
も
体
感
で

き
、
今
後
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

頑
張
っ
て
行
こ
う
と
感
じ
た
」
。
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宗合五宗 福琴鹿嘉ー伊一 宗二大三 佐六
l1 l1 I/ /Iケ l1 像志Q像 lI /I岡平児麻° 勢五 像°村° 野°

市市 0 市 市町島市Q市Q 市Q市Q 市Q
O 市 O O O （株） 0 日 0

畠 88 畠 8 予 8 芝 8
東金大摩諏八吉中 宇本高占岩牧橋円 （株）円 南瀧円ラ松円 ス井円
郷犀森利訪所田山 嬰多宮部井口口 神 誓口 l 田 テ上
神胃神喜神神照 ヌ朝秀喜孝玲喜 路 理宗；孝 企
社社社社社社子昇 子子文（株）和子子 社 事芳 l 志 研敏

大玩浦石宇茨糸板芦昭藍一宗一 宗久直古糸二 宗宮松船 福福三
分—安一部木島橋屋島 住Q 像耳 lI 像山方賀島Q lI ヶ像崎戸橋 lI 津岡Q
市新市ぺ市市市区市市町 0 市二 市町市市市 0 市市市市 市市 0
浦ツ 坂 0 八＾ 0 0 

置上 虐習g亨 g 畠
相業白ン鎌占三武二山合坂 吉 l 立大河村西國 吉藤豊高壱吉（株）高熊中 年
馬医石ゼ谷部山谷村本設本 田 ク石竹辺上田分 武瀬永平岐隈み吉丸原 毛
事）レ き備

應務祐山龍博輝幹裕み＾ 利 九組秀サ芳浩 理正尚貞二あ智榮 神
央所子口子彦二子子直実 久 、卜1ヽ［強（株）治オ之一 恵敏萌弘俊夫れ薫則海 社

豊所と筑多立高仙世新品三三佐古江桂 久鞍京 北 川＾唐 金御小小
橋 lI 沢き後摩川 浜台田宮川郷御野賀東川 lI 留手都 l1 l1 九 lI /I口医津 lI /I 沢船山郡
市市が市市市市市谷町区町市市市区町 米町市 朴I 市一市 市町市市
ゎ区 市市を
町ム 九 云

鈴古玩野田小西ラ村小九松鈴小今新古平高八小卜［尾高難山安大中中中会酒別中＾梶江塚井
木瀬函口中森川セ瀬西川尾木室井井川野嶋丁防関橋波口永田村村村酒井所山墜谷島田上

農 塁水儀本井芝美
克保儡本晴靖幸場君修謙嘉夏宣祥保通貴勝晃玩正奎謙俊三拓藷 信医 利香寿晋 嘉枝
良子量和枝久男（株）夫ニー久也昭隆子代裕重子ー敏＿一雄郎文子巧夫院篤明世し弘淳広子

宗港別文 福福 福日東浜波中
l1 l1 l1 l1 l1 像 府京 l1 l1 ケ l1 l1 l1 l1 津島＾ l1 l1 l1 l1 l1 岡野浦松佐間

市区元市区 市市医 市市町市見市
腐冒ォ こ 町
ク 霧フ g ̂ 

中富森田リ瀧柴栗重石荒薄島帆イ天深橋野永小大石石棟森矢芭花ど長蒋久石石小中馬森
西久 中 l 口村崎松松木羽会足ス川田本上島島庭塚津方心盗福木る岡田保川井宮山場悶
のン潤八 連 九 g津岡ふ八香

常龍 勇玩―重和敬豊洋美合宗言 航正雅、）小1 淑和正清 巨博花良ぃ孝英寿代 崇茂正恵
道彦庵次一郎子弘臣弘一江会次 z 彩洋美貴男子恵伸博充 o 子木男ん治也代子領一子晴子

大浦宇今茨市飯朝五加六 世八 宗八 我横由結泰八紫
阪 安 美治木 lI 原塚倉 d 須 d 田 d 像五 孫浜利城野潮波
市（株）市 町市市 市市市 0 市 0 谷 0 市〇 子市本市市市町
中 O O 区Q Q市荘
西 円円円円市

美
長（株）堺術中宇内矢占宮倉野矢 中 （株）嶋 し玄 田瀧森小花太木さ和吉吉山森船原早
岡 石西美田野部田田見野野）、津 あ中 中口 嶋田田村っ田武田本越口川
中材寿山 ゎ同喜 き
正隆ェヵ不光津明佳優俊イ和せ窓 代正大俊哲妙豆正洋陽功弘重哲清
明和行房也動栄枝博人子晃子 幸 ブ久 会会 子賓樹彦博雄光腐隆子ー一喜敏郎澄

垂太世静佐佐郡高久 祠 北苅川鹿小
井宰田 lI 岡世 lI 賀山 知留 l1 I/ l1 l1 l1 I/ l1 l1 l1 l1 l1 l1 非 I/ l1 l1 l1 l1 l1 l1 I/ 九田西児郡

町府谷 市保 市市＾市米 — 州町市島市
市区市 投市 C 市市

8 t 
竹木廣福浅小訟駒伊〇橘大真桃和横山山山八柳松松疋原英中土津住佐佐佐崎木井安西井
音村嶋地川潟津井東口田石 賀山路路崎尋瀬原尾田田語山井幡田藤田田野村上部村上
卑 忌樹仁井真紀 幼 賓 八美
呂幸文康典隆洋英拓ー一友 未直泰理美雅邦則児 謙正浩恵久元裕洲義枝
弥久武紀善司介基哉目彦一庵会来樹弘子子護彦透弘昭緑園進薫介史敏子美公功史男毅子

六
五
0
、

0
0
0
円

宮
地
嶽
神
社

一
、0
0
0
、

0
0
0
円

宗
像
市
高
原
文
雄

1
1

ナ
カ
マ
ル
醤
油
醸
造
元

ヶ

l1 l1 lI 

岡
垣
町

l1 l1 l1 l1 l1 l1 l1 l1 
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横大 宗水別福 福広浜西習奈中所千調
II ケli /i浜和 l1 l1 l1 /I l1 l1 /I li /Iヶ像巻府津 l1 l1 l1 l1 l1 l1 l1 l1 l1 ヶお岡島松宮志良間 lI 沢代布

市高 市町市市 お市市市市野市市市田市
田 ぎ市区

市闊
村小木伊池登和藤藤藤鶴綱田重金池雨豊草高吉堀百橋中徳辻竹臓植書仰大古古沖加野佐重天西
岸林下藤端田田器井井上脇中松森田宮澤野橋田川岳本島永野内冗村士木年瀬泉中藤添藤松崎村

ー千千 晃佑八事 い
一義包信正·直賀民恵串洋悦明 征昭 賢正洋英墨和一敏嘉重務伸雅雄祐啓真英 享ず抄

薫豊郎久広枝隆摩樹子生子喜幸子信照雄照稔志志祐次—世郎幸子子所介代ー子二義俊圭伸み織
-------------------------------------------------------------------------------------------

/1 /i /1 : l/ I19] 冑 l1,］士[〖[9；〗且 lI II:  ]’'lI 息［] i 篇信 ］伍 9[ >lI

不
平服西マ田鐘井高阿植植竹笠児熊山梅名緒平由高亀脇手門國國伊中 太川一定大井
島部村テ中ヶ上橋部田田中川島本本田児方舘藤橋石山光司分分東村 田口桑行八ノ
美リ江 伊耶加 亀木口
也慎政ァ良英勝寿泰治義佐久昭恵 利寿裕一泰優隼ー一幸任 勇 甲昇大
子介洋ル典通則理幸守司典子義彦子守武光恵子子伸子喜人男美子志 作進店三威輔

-------------------------------------------------------------------------------------------

大大大 中大印岩い糸 市市板出 飯奄阿朝赤赤二八二高 宗松福
牟田崎 l1 l1 /i山阪西国の lI 島li /i原川 lI 橋雲li /i塚美南倉村磐 d 王 d 浜 l1 I/ 像 lI 江津 l1 l1 

田区市 身市市市町市 市市区市 市市市市市 0 子 0 市 市市市
市 語 O 市一

正 円円
宗ム

白小桜佐大大大有菊村池國國西北山佐本本加和川大常坂矢大中 鈴 ラ村柴柴金井井松吉松
谷野田野谷谷眉森池中澤分分塚村原藤勝勝藤多浪谷田本野場川 木 セ瀬村村森上上尾村本

布真 ち農八
担美雅幸公教早由 幸浩一修 周英英雄康博隆健純あ謙幹 場君重和悦泰泰文安
—弘之博代美所俊美篤正一美隆一勉治機明士行之則輔ーき一夫 勇 （株）夫子廣子博博雄世崇

-------------------------------------------------------------------------------------------

佐小小古倉 熊木狭京 （株） 北 川鎌春春 柏鹿御岡
賀竹平賀敷 lI 本更山都 lI ケ 1I l/ 1I II l/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1I II lI シ l1 l1 l1 九 l1 崎ケ日日 原児ヶ船垣
市町市市市市津市市 ン ，州市谷市井市島町町

市 五（株）市市市玩市

久木内井矢高大清西永吉山山森村村胸宮満本本渡瀬幸佐［崎：小岡太後阿飯寺石］山泉江江岩
原原田扉部木橋水 松富田田田上井形崎生田多海津地古 野パ松部田藤部田田田シ形 島島崎

ッ 麻 貴喜↓ッ真野ャ喜
正 智ル俊俊 貴幸由寛和清友弘啓和裕和淳昭久隆代清ョ元 l 一由幸裕晃悦英心ィ輝理悌苓久
則剛恵ノ明ーエ之子美子子子紀幸冶郎二子子夫夫彦志冶ン公ジ男美代之久正紹也ン子恵子生子

村
岸

森

千
穂

智
浩

-------------------------------------------------------------------------------------------

福広日練韮成中長中中長苫所つ直 千筑 太田高墨新 周渋知三佐
I/ l1 岡川吉ヶ馬崎田間 野野津崎 lI 小 lI 沢丘方 lI /I葉紫 lI /I宰川 浜 lI 田 II 宮 lI /I南谷立条世
市町津区市市市市区市市牧美市み市 市野 府市市区町 市区市市保
村玩市容ら市市 市
ー室贔 ム
ケペ ラ

浦岩今丸小松相林島森イ布池床川牧大 1 佐進平堀工江山木木木長セ村友杉堀中平聖沖峰東渡馬
川本村山林崎澤 田田工施内波口下西ジ藤藤松 藤端口村村村尾農瀬安江田浦塚川田 内邊場

フ悠ボ 扶場
裕礼直克慎克智紘 義シ慶樹智一知 l 徹 和毅 一誠美艶燦喜＾君堡一繁孝貴周尚正保誉
美子子巳司彦子子毅彦 I 典夫彦恵行耕ィ雄宙也史貢晃司子子香彰毬夫—浩子一紀治宏則積也博

-------------------------------------------------------------------------------------------

福横山 宗宮み別文船ふ藤福福福
岡 lI 浜鹿 l1 l1 l1 l1 l1 I/ l1 l1 l1 l1 l1 像 lI /I崎や府ヶ京橋じ沢山 lI 津島 l1 l1 ケ l1l1l1l1l1 1/ l1l1

市市市 市市き市区市み市市市市ボ
町冒 ( 

船小神伊竹吉山福谷棚仙鈴柴烏小岩池谷谷岩北草西武柴小杉五西柴齋渡山ン平花高妹杉近志日
曳田谷藤下田村田口橋田木田山田本上口口根原野 田本網山月 村藤辺内コ川田田尾永藤田下

美虎 女 牙ま 俊部
壮博光義輝徹工 和英治祥和道智隆之智得重裕昭淳昌正健雄範高 史 レさ聖愛弘 希一陽
轄志隆久幸生ミ桂子治美司廣代子志介順昌子美照一子和司一生弘雄夫勝誠ナと凡子志弘子郎子
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原原原原畑畑畑畑ノ上上上口口口口 邊中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

敏 久政信 治清晶 ; 喜哲つ研 治貫：塁義 泰康喜政正政尻；久嬰卒長直 時
美博子幸行仁男巳信優子巧春二子二譲美美厳田昭豊正夫子代保弘郎ヱ江郎馬子付治宗

寺熊

鶴鶴坪津綱綱綱綱土土土土土辻辻辻辻塚陳長中中千小小小小小小小小小小小田垂玉田
上 根野脇脇脇脇橋田性性穴野 本 山元原役門森森樋樋田田田椎浦村水利部

2 丸満 尾美井
民恵 重良洋 和慎 義政 4 禎弘勇 英錦一智能義弘智孝純利勝良康平満智 義一孝
生剛重雄也子光久道孝知俊組子二祐勇雄端男弘子男子子則良昭美治夫男江子忠家美次

中中中中中中中長内ド豊豊豊豊豊豊友富冨十床徳徳徳徳徳時時堂東東出寺寺寺寺出的
澤里川川川川岡浦藤）レ福福福福永田末久金時嶋弘永永永井安安薗郷郷利澤崎尾尾水野
よマ 美チ 原 建 葉 志
し史ツ幸清 政悦千 義秀達貞 吉龍初博武行秀正一輝豊正榮菊克健 民元憲玲都
え郎子儀隆一剛雄代エ文人也義萌浩弘彦野一士安子治郎明志明一子己二武子子彰子緒
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中中中中中中中中中中中永永中中永永永永中永永永中永永中永中永永中永永永永永永
野野野野野野野野野野西友冨冨冨田田田島島嶋島嶋島嶋島島嶋嶋嶋島島島島島島島嶋

久 順又マナ
茂幸美吉勝克和一行 弘勝智文清萬宏之 守次正雅キ弘ツ智貴 信 淳ゲ公憲邦吉晃
信子子人幸徳志子雄一一義昭枝美享遠助豊人郎憲雄ヲ康子範之互利正一子雄一博勝一

中中中中中中中中中中中永仲中中中永永中中中中中中中中永中奈中中中中中中中中中
村村村村村村村村村村村峰光野野野野野野野野野野野野野野野賀野野野野野野野野野

喜 卜美 フ野千
氏繁慈：：：：：：祥幸憲代嘉勝和 正ミ雅源道智道正昌正雅サ博英秀暢 常枝忠 信俊
信之宏吾子子一子彦正幸彪吉子敏吾雄雄明幸裕利泉エ文邦昭子等剛正子幸武隆己宏順

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
山山山山山山山山山山村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

志モ美美 哲
智輝定雙璧千 幸津篤芳泰モ津佐正 弘博廣廣春初豊敏 一常辰達忠孝 増進丈譲俊
照茂美伯—鶴進弘子信博隆ヱ子子秋誠志文中美子雄治明徹郎樹三猪之信隆水一助二彦

野野野野野根日日西西西西西西西西西西西西西西西西縄楢鍋鍋鍋七灘中中中中中中中
ロロロロロ本南南山山村村村村村田崎川尾尾 田崎山山山ツ谷山山山山山山山

今 工三流さ 矢
英友照孝清朝利輝末友照純基和ミ栄千哲晴建 太え健朋正俊 文武 芳博 広秀虎
信美代久隆男幸男生理子一弘宏子子代洋行二光郎子育子義明毅計子士隆宣登博明俊彦

長長長長橋橋橋橋壼壷橋橋萩萩萩野野埜野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
谷谷谷谷本本本本岐岐田口原尾尾本村村村村村村間入中中中中中中中中田田田田田口
川川川川戦 美不 ナツ誠
信照勝和哲玉太 元利純正啓正勝恵二延正清清勝正稜好義守宏ミネ 悦一誠修塑頸洋
夫光美幸士枝郎信彦光也徳介巳美子男子人人之子樹子文博正進子子潔子郎ー一—司子

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花服八八畑畑秦秦長
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田部田波中 谷

三 加和和 川
澄 純順静茂茂茂知千浩健健清清 利義義代克勝雙雙重明彰 一裕 健幹博正英康
子進章子一美見治子一年一治司巳一清秀徳晴子彦信土河美美徳亮利貴彰二信一昭一徳

穴東
‘-’‘---9 

-------------------------------------------------------------------------------------------

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

マ
満正 イ福寛弘博廣広秀英久久初信長長智シ敏利徳哲 正正正忠忠正 高孝隆則千
弘康誠子男之幸幸実明幸司子雄男幸文美彦子彦樹義也務徳文俊人夫三エ巧則浩夫昭年

林林林林早早早早早早早早早早早早早早早濱濱浜濱馬馬花花花花花花花花花花花花花
川川川川川川川川川川川川川川川本野田砂場場田田田田田田田田田田田田田

ヒ添 由み美
仁純勝一芳徳剛正正 信祥寿源和 重歌一雄サ 雅和和利良龍喜良紀幸裕ど光恵
徳男巳敏昭寛弘純史毅孝孝三和司子輝則子義介ヱ浩保教彦人和雄子宏虎子和徳り男子

久久久樋樋樋光東東東東半春春春春原原原原原原原原原原原原葉早林林林林林林林林
野呉家口口口畑村房田 田山田田田野田田田田口 山田田

工美 ハミ 千
和福徳芳 宜良隆正輝チ津晋邦久 勝 宗 ツ丈エ精幸宜和重興博隆和正正太鉄次政
幸雄一明満子子雄勝男子雄一廣夫功也勇春責子仁子子彦賢子司人行夫子治波市也郎秋

藤藤藤藤福福福福福福福福福福福福福深深深深深広廣廣廣廣平平平平平平姫檜秀肘久
井 森原田田田嶋島崎崎崎崎崎岡田田田田江田田田橋田山田田田田井野原田井野
三フ ャ ス

和直艶健恵英幹文玄ヂ光昌則辰隆好 洋ス国重義道千英砂 明恒ミ茂昭浩賢 俊 朋
美治子次子子久男哲ノ志昭之彦裕文忠文代彦信忠則秋吾雄責春敏子責夫文一純彦悟博
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古古古古古船訟訟訟訟訟船藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
川川川川江津津津津津津木原原本平原野田田田田瀬瀬島澤崎川川岡岡井井井井井井井

九 志ふ須嘉
昌賢一二正和芳富 榮義、J11 吉道敏武嗣梅良松英清和秀辰昌磨く宣友賀和秀正卓成正太
義一男三次道博子猛喜樹男満康明利泰乃子子敏実敏樹馬弘子ゑ重和子彦勝司三政義郎

前前前前前前前本本本本堀堀堀堀堀穂細古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古
田田田田田田田田田田田田川内 束川野谷家家野野野野野野野野野野野野田田田田

千 美 次夕桂
浩隆壽章英幸秀辰勝克武洋豊哲和允康智利剛隆 智未正文秀 清英一洋起ツー

康誠昌雄子浩美夫和幸己己人子治夫治子生貴文一之元代明之子俊健進人臣弘之子子郎

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松 町員員慎増増真真員牧牧牧牧牧前前
崎崎隈木川岡岡尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾江浦井井鎌家武武武野野武武子野田 山原

幸 健應ヵ多
光太 末浩秀四和博弘治 隆 栄敬英 三善英ホフ冨美一雅哲健 弘俊康光敏ー文正
幸蔵敬春樹一郎雄徳子子巧雄優一治和智郎徳雄靡ェ幸子俊士弘治正道郎弘男治雄人夫

水水水丸守員員員的的的的的的的松松松松松松松松松松松松松松松末松松松松松松松
上上上田田武武武場場場場野野野野本本本本本久原原葉野永氷氷氷次田田島下下澤崎

起 ヤ カ 佐恵ミ
達政信代知直慶利 英沢欽エ久光敏 高浩ズ重公久欽千嘉 恒光寛 希津美ツ敏克好
朗昭弘子乗ー一道洋敏子ーノ嘉浩雄肇芳ニヱ信嗣男祢鶴信洋則明二寛善枝子ヨ生政美

村向向宗牟向宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮実嶺嶺南南南南南南三滴溝溝水水水水水
井坊野俊田野本本柱野田崎崎崎崎崎崎崎内井松 刀園部野摩野田上上

輿一 美千 屋千
博清久勝圭賢貞清康鶴善四正博二恒直忠謙利江鶴建陽泰 匿勝 信初忠 代成知 秀
信子重秋輔吾俊孝文子弘郎行雄三樹也夫一雄子子記二弘学ィ了弘勇子男増猛乃人義守文

森森森森森森森森森森籾元本元元元元元元元元 も飯村村村村村村村村村村村村村村
内内内内内 山満永岡岡岡岡岡岡岡岡 つ盛山山橋田田田田田田上上上上上
二芙 鍋 ヨ美

文三友正善美敏典勝雄幸廣洋正久鋼俊敏俊邦君赤地邦隆 正良春省憲桂英シ智道伸友
昭夫幸徳昭子和生頼彦二孝三年悦基之雄枝利代兎鶏男一稔二之治三次司城子子行一繁

馬

柳柳柳安安安安安安安安安安安安安安安安安安矢矢矢八門門森森盛守森森森森森森森
川山松永永永永永永永永永永永高田田田岡ケケケ木司司山山永田田田田田田田田

登 保よ 部部部田
榮和春 亮良 正英美 次辰澄憲ア人し健清 登辰幸達清公龍 高光満正福秀寅英昭
子宏夫隆一雄光彦之代毅男雄男男イ詞こ三人健代生子朗秀子一智男代男好雄敏一征徳

子

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山八八八八八矢矢矢柳
下下下下下下下下下下下下下下下下澤崎崎ロロロロロロロロ内内尋尋尋尋尋野野野

波 憲 美フ恵
誠弘 津哲正 隆芹信省浩一和一明繁正武正 長辰信昭幸源政 康智ジ勝美良敏澄幸
治行弘子一見忠義範隆治二郎義徳敏俊博広和浩博生介五男吾ー勲之代子彦子一美枝江

山山山山山山山山山山山山山大大大大大大大大山山山山山山山山山山山山山山山山山
本本本本本本本元本本村根根和和和和和和和和手田田田田田田田田田下下下下下下下

力 信孝いマ
浩 健義ズ英 勇昭 和範敬利洋道秀 梅一郁ー隆博 次繁五勝勝つ礼義康美リ正正
一剛—教子子功夫光明愛之久之男徳三登男弘雄郎徳則正郎昭郎智敏子子弘生好子行勝

吉吉吉吉吉吉吉吉横横横横豊湯湯山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
田田田田田里井井山山道内永田浅本本本本本元本本本本本本本本元本本本本本本本本

喜 ハ富トシ
英一 秋 美勝雪秀 定清 孝良隆良道正弘博浩廣ナ ノ友美シ 武孝隆伸ズ茂寿
光直功晃生勇代敏子司稔勝秀護義太之彦生次純侑人勝工登ブ樹代子勉雄喜信之工穂ー
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士士士士士＝ = = ＝ヒ~士士士士＝ = = = = = = = ＝ヒ~士・土士＝ = ＝士士＝ ＝ヒ~士士士士士士
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
久富千 健
仁久光繁晴 智美富富 典輝 次直鶴辰武高象成 茂幸定幸次慶国清継勝和和輝多
香俊子利希直明子弘子亨正人剛毅雄行子弥利義一彦淳夫和ー司郎二江道子彦寿恭喜文

士士士士士＝ = = = ＝・＝ヒ~士士士士士士士＝ = ＝ヒ~士士士士士士士士・ゴ＝ = ＝士＝ヒ~士士士
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武武田田田田田田田田田田田田田田田田
美 由み

泰靖代雅正正政博弘久富敏徳恒孝大 公勝岩勇敦隆紀友優唯ゆ 光政正 廣博秀久久
徳文子恵之行春文樹信子行江木芳作信成三美彦子俊子好子義き稔行生昭勝嘉子行也文

和和和和脇竜カカカカカカカカカカカ米米世吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉士士サ士士
田田田田野口丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸満倉戸村村村原酋腐永永永永永永永薔最喜員員

登 冨 口志ー一 宮
キ雄延明伸志洋泰益文博 美繁恭要 勝一俊男清勝誠平二久正重圭和ーーノ雅秀律良
ヨ治広人二貴介典責彦幸久子和史人明豊男幸美隆美吾等光雄保久治義也枝尾彦夫子信

寺岡 組
-------------------------------------------------------------------------------------------

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤明赤赤赤青有間間福
間間間間間間間間間間星石間間間木馬 津

市
虎利正政修幸勝一 輝洋裕光嘉正信雅厚
喜行孝弘一明海利一敦男子二夫孝吾吾彦子

分渡渡渡渡渡渡渡渡和和和和和和和渡
林部引邊邊辺邊辺辺田田田田田田田
由加

将國啓紀祐 利孝代豊 道雅正敏順国
晃雄介子子睦行安子秋豊子彦則雄一重

伊伊伊伊伊伊伊伊板石石石石石石池池池伊井伊有有天阿安安安安安麻麻麻秋赤赤赤赤
藤東東藤東藤東藤谷村原橋橋橋津浦浦内熊口規吉吉野部部部部部部生生生山間間間間

日チ 須久ヒ 賢よナ
善末新繁 邦櫛 出幸工定清清文貞昭好正初正美太豊正デ武信重倫典正一し 秀ツ
昭子一治彦敏夫巖清男子子雄志雄門彦寿喜生男光子市治弘子之二憲子秀雄郎え博敏子

入今今今今井井井井井井井井井井井井井井因伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊
江福橋里泉原ノノノノノ上ノ上ノノノ上ノ幡東藤東東藤藤藤東東藤藤藤藤東藤東東藤

畑口口口口上上上上上 ユ ま ヒ
俊清力幸 靖 正敏辰嘉和和義能信定公清百要リ祐裕光光ゆ正政弘寛口弘秀久敏徹
介子ツ和弘二肇行明也昭子嘉美生隆規雄孝世子力生子宏徳み隆明基道子章夫子弘雄貴

男

大大大大大大大大大大置榎江占占占裏宇魚魚魚魚魚上上上上上上上上上上上岩岩入入
原林庭庭庭武嶋崎神賀鮎本口部部部辻宿住住住住住妻妻妻田田田田田田田杉谷下江江
玄徳

弘正昌茂愛悦和慶常正二 之和豊 賢行正順京勝 洋藤幸 五忠幸幸清悦英 清正玉
孝直利信夫子敏子男敏郎博隆章寛稔昌胤光子子巳勲司人雄学郎正稔一成子昇巌子武枝

北築木木木瓦河河河川河河川萱鎌加鐘加葛片折折折折小小小鬼乙乙小小小小競小小岡
崎地下下下林野野津島崎口上田瀬納川留城山目目目目山畑野石藤藤澤澤澤澤嶋川川野
原 マ由部力 美聡

勝茂喜 末哲正 利孝サ美健彰允英五千ス 政延和達時知寿正純知松邦和一嗣貞
海光徳誠雄博弘潤夫志ノ子次一子明郎代ヱ将責木吉江生夫弘臣治一子江弘幸郎美夫稔

香

高上高合高高桑桑蔵久久国国エ楠草木木木木木木木木城城吉吉吉吉北北北北北北北北
橋妻田田瀬階田田野保保崎崎藤原埜村村村村村村村原戸戸武井積崎野野野野嶋嶋崎崎

喜田
賢宗照静秀弘文敬久正茂良義辰勝清 政政正 勝功泰章照保公弘真友貴順芳博守正
一喜子雄一昭隆三男和文登敏江哉人航博則信毅孝雄＿敏博代彦美文市子之一子之国美

篠篠篠椎澤佐佐佐櫻坂坂堺財小小小小小小小小小小小小小古古古高高高高高高高高高
崎崎崎木田藤藤藤井本戸 前柳島島島島島嶋島島島島島島賀賀賀山山山山山山山宮見
小豊太 マ

晴代隆隆宏元 貞良 三哲善六 雅正喜博久光妙義 一雅波清康サ健賢 晃明健綾
寛夫子俊久巳治章一代治郎也治生操之弘造子信正子仁修治子子和和コ一—賢一久一子
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芹芹芹芹芹瀬関薄末新新秦秦城白蒋蒋小清嶋島嶋島島嶋島島島島島嶋島渋柴柴柴柴篠
野野野野野戸谷 次ノ海 野石田田澤水村本田田田田田田田田田田田田田田田田崎

カ居シ 伊
量義洋安弘ツ喜昭則 ズ佳信寅誠浩俊孝恒和良和安鉄好俊幸謹勝重 昭敏鐵謙紀英
ー則子子次代子代之操工和男夫二之行治男男治重弘夫子雄雄二雄政敦彦廣男介生俊恵

坪辻辻津塚小小小小小玉谷谷谷谷棚田田田田田立田田竹高高高高廣高高高高大大大添
田野 崎本山森袋樋高城村口川 橋中中中中中石島島中山山山宮武木木木木社賀賀島

喜慎佳 喜
良武勝英義修信 知 栄四正安知泰良 文伸茂君代 伸芳 正秀信文英秀美千智英孝
雄将政憲人治策宏美弘二郎明喜子子一責男明明子子匡ー文芳子樹之明文一子里紀一士

中中仲永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永中中中中中中中豊豊富刀遠寺寺寺
野野田田田田島島嶋島嶋島嶋嶋島島島島島嶋島島島川川川川川川生村福岡根田田嶋嶋
勝ミカ 彊
之 禎瑞久ー和六芳洋康チ真耕孝信順次 健義ツ和 雅正貴好幸 員誠 正倫信文壽
助勇子恵利徳幸郎則子子子二典人行次男剛彦ーマ彦隆博治雄美広学策治繁之也正好人

長橋橋萩萩萩野野乗野西西西西西西西西縄中中中中中中中中中中中中中長中中中中中
谷本本原原原本中冨田村野野地住住住住田山村村村村村村村村村村村村浜野野野野野
川多 喜 寿キ嘉
弘定定哲政美俊正魁彰敏広広善三芳弘辰恵哲隆博 英久信美宗義義ク 津正久速政伸
子雄鳳夫典子雄人男二行行康久郎弘久夫司夫信毅浩明男行男市博邦工勝国信雄登登二

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花八八秦秦秦秦
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田波波

恵ウ シ千
正竹孝孝壮政政信俊俊俊秀 茂幸幸貞貞坤 勝克和和重延美メ美篤 力栄善鶴政茂
ー利則信一伸夫芳和幸一一寿樹夫枝夫昭一健丸子也明敏喜子ノ文明彬晃ヨ子尚子則人

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
笑 喜ヨミ ヒ

和美和玲良凌 理喜美芳シ義 ネ光雅雅正文武口弘寛浩 秀長治哲哲正正忠正正
子子雄子子子隆枝治也文エ昭賓稔実子男子春信夫士子一道明博文明雄也治彦孝義勝己

藤藤藤藤藤藤藤藤福福福福福福福深深深広広廣廣平東原原原原原原原原林濱濱浜濱浜
城島井井井井井井嶋嶋嶋嶋嶋嶋家野田川渡渡渡島田島田田田田田 崎

作留 ひ俊
成聖豊羊正隆舎亥依正文太茂知裕輝美安豊繁繁廣 貞令 久幸利ろ繁俊賢芳辰一仰
徳一太子友義人壮子文雄郎喜義子幸子次重樹喜喜博文子誠彪男二秋子責行ー文夫郎示

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松牧本堀古古古古古古古船船布藤藤藤藤藤
岡岡岡尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾 村 屋野野閑川川家津越施原村丸林田

秀貫 梨
信敏哲和芳末法文治徳常正伸 五茂邦和重英春 太享光克正光俊愛智七津了松 正勝
子責正義彦実夫雄喜已人行吾章郎利夫巳利二夫弘郎子久典勝輝治三子郎子介江寛秀輝

八八八八安屋八森森森百元三宮嶺溝三水水水水水御三三三的的松松松松松松松松松松
尋尋尋尋永島木園 田村宅川 口角上上上上上厨浦浦浦場場本本本原原下隈金岡岡
五 千マ美元 喜美

隆百浩教秀 和清博修久文和勝鶴ツ紀隆日明治昭 忠久一代孝正 恭恒 和啓幹 保
道香二子子猛彦生人一代丸子人子工枝幸出徳彦彦浩次子昭子治昭弘治＿滋敏志夫睦孝

渡脇カカ吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉結矢山山山山山山山山山山山山八八八
邊野丸丸水原野武田田田田田田田田田田田城野野脇本田田下下崎崎口口浦尋尋尋
早喜 夕嘉

正哲百 美清弘隼鐵隆理 秀光ミ正武義勝比凱正康 雄嘉孝善武正啓益英祐守輝
勝夫合勲子次子人男秋史弘俊代子徳洋男也古子憲雄清三勝雄重司月子生二次邦紀
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い
し
い
た
だ
し

h
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に一..'t.}.:.;~ -~ 

雰

：
ビ
ッ
チ
は
沈
没
寸
前

云
ぢ
た
が
、
か
ろ
う
じ

二
て
、
駆
逐
艦
三
隻
と
共

巴

□
｀

3、
ロ

宗
像
市
吉
武
の
八
所
宮
に
あ
る

□
艦
隊
（
東
郷
平
八
郎
、
旗
艦
三
笠
二
武
装
解
除
さ
れ
る
。
一

l

戦
利
品
絵
馬
は
、
福
岡
県
の
絵
馬
こ
か
黄
海
で
発
見
、
海
戦
が
行
わ
れ
五
他
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

で
は
「
鉄
砲
玉
貼
付
額
」
と
な
っ
て
：
た
が
、
ほ
ぼ
互
角
で
沈
没
艦
は
な
；
ま
で
逃
げ
た
艦
も
あ
っ

5
[
]
『1
[i
-
{
〖
←

い
る
。
額
縁
に
は
「
奉
献
」
「
明
治
了
か
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
十
七
時
か
こ
」
。
日
本
海
に
逃
げ
た

四
拾
参
年
拾
戴
月
」
「
旅
順
警
備
i
ら
の
第
二
海
戦
は
、
ロ
シ
ア
の
旗
艦
丁
ノ
ー
ウ
イ
ッ
ク
は
カ
ラ
フ
ト
の
コ
ル
ニ
現
地
の
河
川
名
を
日
本
名
に
改
名

軍
艦
鈴
谷
乗
組
石
松
春
蔵
」
と
一
ツ
ェ
ザ
レ
ビ
ッ
チ
が
司
令
塔
に
命
中
五
ソ
コ
フ
湾
（
日
本
が
領
有
し
て
い
た
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ラ
フ
ト
は
第

あ
る
。
同
名
の
軍
艦
は
第
二
次
大
二
弾
を
受
け
、
司
令
長
官
や
幕
僚
が
伍
虫
は
亜
庭
湾
）
で
、
日
本
艦
の
小
型
ニ
一
次
大
戦
後
、
ソ
連
領
サ
ハ
リ
ン
州

戦
で
高
速
重
巡
鈴
谷
が
あ
り
、
本
二
戦
死
、
指
令
系
統
が
や
ら
れ
、
艦
一
巡
洋
艦
対
馬
、
千
歳
の
攻
撃
を
受
丁
と
な
っ
て
い
る
。

誌
二
八
四
号
で
記
し
た
。
鈴
谷
の
」
隊
は
四
分
五
裂
状
態
と
な
り
、
隊
こ
り
て
損
傷
掴
坐
し
た
。
そ
の
後
ノ
ー
一
南
カ
ラ
フ
ト
は
日
露
戦
争
後
の

事
を
調
べ
て
い
た
ら
、
次
の
よ
う
竺
形
を
乱
し
て
い
く
。
旗
艦
ツ
ェ
ザ
ど
ゥ
ィ
ッ
ク
は
一
九

0
五
年
八
月
に
こ

1
シ
ア
か
ら
賠
償
と
し
て
得
た
も
の

事
が
分
っ
た
。
二

r
[日
本
が
引
き
上
げ
作
業
を
は
じ
め
、
●
で
あ
る
が
北
千
島
は
戦
勝
に
よ
る

鈴
谷
は
ロ
シ
ア
の
軍
艦
ノ
ー
ウ
―
.
.
L
二̀
l
i
『
二
年
後
に
浮
上
、
そ
の
後
函
館
で
一
領
土
の
取
得
で
な
く
日
本
領
で
あ

ヽ
＿
•
-
雰
ご
修
理
、
横
須
賀
工
廠
で
、
本
検
査
：
る
。
戦
後
六
十
八
年
が
経
過
し
た

一

'
汀0
0い
け
い
『
]
[
□
い
い
り
こ
日
日
＂

l
l

O
O
O

t
、
全
長
一
〇
六
m
全
幅
一
ナ
よ
」
。
一
い
る
韓
国
（
竹
島
）
、
中
国
（
尖
閣
諸

士
一
m
、
速
力
十
九
k
t
、
ノ
ビ
コ
フ
の
一
＂
）
一
一
艦
名
の
鈴
谷
（
す
ず
や
）
は
カ
ラ
一
島
）
は
自
国
領
と
主
張
し
日
本
へ
の

r
-
]
>
"
 

「
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
潰
滅
」
で
は
一
ざ
i
―
フ
ト
（
樺
太
・
現
在
の
サ
ハ
リ
ン
）
で
、
二
比
力
を
か
け
て
い
る
。
韓
国
は
更

こ
r
:

二
十
五
k
t
と
あ
り
、
当
時
で
は
高
一
t
斉
{
[
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
ロ
シ
ア
こ
に
調
子
に
の
っ
て
「
日
本
海
」
を
韓

速
巡
洋
艦
で
あ
っ
た
。
．
宅
，
＇
と
協
約
し
て
日
露
雑
居
の
カ
ラ
フ
＂
国
名
に
変
え
よ
う
と
し
て
、
ア
メ
リ

一
九
0
四
年
（
明
治
三
七
年
）
八
[
-
、

.. 
r

・
~
ト
を
、
ロ
シ
ア
領
北
千
島
と
交
換
し
了
刀
で
活
動
を
し
て
い
る
。
理
解
に

月
十
日
黄
海
海
戦
は
第
一
海
戦
と
一
＂
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
カ
ラ
フ
ト
ニ
古
し
む
こ
と
が
両
国
と
も
多
い
。

第
二
海
戦
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
海
云
｝
の
南
半
分
（
北
緯
五
十
度
以
南
は
さ
て
鈴
谷
は
旅
順
警
備
艦
と
し

戦
は
旅
順
港
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
―
＇
．
海
i
-
九

0
五
年
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
二
J
使
用
さ
れ
た
が
、
在
籍
八
年
目

海
~

ク
ヘ
回
航
す
る
ロ
シ
ア
艦
隊
を
連
合
一
黄
：
よ
り
日
本
領
と
な
っ
た
。
鈴
谷
は
こ
に
除
籍
さ
れ
そ
の
後
売
却
さ
れ
た
。
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う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

ス
ト
ー
ブ
に
暖
ま
る
部
屋
何
処
か
ら
か
毎
夜
出
で
く
る
大
き
冬
蝿
i

作
者
は
冬
蠅
に
驚
き
な
が
ら
も
親
近
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
一

ー
ニ
句
は
助
詞
を
つ
け
〈
ー
部
屋
に
〉
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

大
岩
の
窪
み
の
水
は
目
洗
い
水
石
仏
幾
体
蔦
か
づ
ら
這
ふ
[

目
洗
い
水
の
呼
び
名
が
面
白
い
。
大
岩
と
石
仏
の
位
置
関
係
が
i

一
分
か
る
と
景
が
見
え
て
く
る
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
[

五
十
米
掘
り
し
井
戸
水
あ
さ
な
さ
な
コ
ッ
プ
一
杯
ご
く
ご
く
と
飲
む
[

美
味
し
そ
う
な
水
。
二
句
以
下
〈
ー
堀
り
た
る
井
戸
に
汲
む
水
[

一
を
ー
朝
あ
さ
に
飲
む
〉
な
ど
と
調
べ
を
ゆ
る
や
か
に
し
た
い
。
[

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一

傘
寿
な
る
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
時
代
に
生
き
た
仲
間
去
り
ゆ
く
[

戦
時
中
の
厳
し
い
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
作
者
と
友
は
も
う
一

i
八
十
代
。
仲
間
の
減
る
寂
し
さ
が
込
め
ら
れ
た
歌
。
一

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

新
藁
の
香
り
し
で
振
る
左
縄
幸
よ
り
相
わ
す
祈
る
形
し
て
~

状
況
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
祈
る
形
に
縄
を
よ
り
合
わ
せ
る
[

一
と
い
う
発
想
は
魅
力
的
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

子
の
呉
れ
し
奈
良
の
土
産
の
菓
子
箱
の
若
草
色
を
捨
て
が
た
＜
持
つ
一

子
へ
の
感
謝
と
美
し
い
色
の
両
方
で
菓
子
の
箱
を
捨
て
ら
れ
な
一

[
い
作
者
に
読
者
も
共
感
す
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
一

竹
林
の
落
ち
葉
に
ち
ら
つ
く
日
の
光
風
吹
く
た
び
に
処
を
か
へ
ぬ
[

竹
が
風
で
ゆ
れ
る
た
び
に
陽
の
差
す
箇
所
が
移
る
の
を
捉
え
た
、
i

作
者
の
目
が
と
て
も
良
い
。

口
' 宗

像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句品

集

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

書
初
の
濃
淡
に
あ
る
ひ
と
の
い
ろ

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

雪
降
り
て
父
の
墓
前
で
涙
す
る

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

築
か
れ
し
仮
本
殿
は
一
本
の
神
樹
と
磐
座
囲
む
石
垣

宗
像
大
社
の
仮
本
殿
の
簡
素
な
仔
ま
い
が
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

三
句
の
助
詞
を
〈
ー
に
〉
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

湯
気
の
立
つ
熱
き
甘
酒
も
て
な
さ
れ
庭
園
に
咲
く
寒
牡
丹
眺
む

季
節
感
の
あ
る
歌
。
詳
細
な
描
写
の
あ
る
甘
酒
に
焦
点
を
合
わ

せ
三
句
切
れ
に
し
て
は
如
何
゜

宗
像
市
池
田
森
龍
子

七
草
粥
作
る
も
一
人
食
ぶ
る
の
も
独
り
に
あ
れ
ど
野
に
芹
を
摘
む

季
節
の
行
事
を
大
切
に
守
り
、
野
に
芹
を
摘
む
作
者
。
寂
し
さ
が

滲
む
が
、
清
々
し
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

素
心
蝋
梅
と
千
両
の
朱
実
を
瓶
に
差
し
わ
が
家
の
玄
関
寒
も
華
や
ぐ

寒
に
入
っ
た
玄
関
の
花
を
楽
し
む
作
者
の
心
の
豊
か
さ
。
結
句

は
〈
寒
を
華
や
ぐ
〉
に
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

峠
み
ち
越
ゆ
と
来
つ
れ
ば
没
ら
む
陽
の
ひ
か
り
の
中
に
す
す
き
穂
の
老
い

ほ
ほ
け
た
穂
薄
を
薄
の
老
い
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
作
者
の
思

い
が
感
じ
ら
れ
る
。
二
句
は
〈
越
ゆ
る
と
来
れ
ば
〉
に
。

選
者
詠

睡
眠
の
淵
よ
り
う
か
び
若
布
に
も
魚
に
も
あ
ら
ぬ
ヒ
ト
わ
れ
に
な
る

は
な
や
か
な
舞
台
の
余
韻
の
こ
る
身
で
帰
途
に
買
ひ
た
り
薔
薇
の
香
の
紅
茶住 発

行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

多
く
の
日
本
選
手
が
活

躍
し
た
ソ
チ
冬
季
五
輪
が

閉
幕
。
奇
し
く
も
開
幕
の
二
月
七
日
は
「
北
方
領
土

の
日
」
と
重
な
り
ま
し
た
マ
私
は
こ
の
日
、
県
内
の

青
年
神
職
ら
と
北
方
領
土
返
還
促
進
票
民
集
会
に

参
加
し
、
日
本
の
「
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
北
方
四
島

は
ぼ
ま
い

（
歯
舞
・
色
丹
・
国
後
・
択
捉
）
、
そ
の
存
在
や
歴
史

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
念
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
竺
毎
年
、
神
郡
宗
像
に
秋
の
訪
れ

を
告
げ
る
菊
花
大
会
、
そ
の
恒
例
の
総
会
が
過
日
行

わ
れ
、
事
務
局
と
し
て
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
際
、
講
師
の
先
生
が
「
花
を
愛
す
れ
ば
、

良
い
花
が
咲
き
ま
す
。
愛
す
れ
ば
状
態
が
気
に
な
り
、

自
然
と
手
を
掛
け
る
。
だ
か
ら
花
を
愛
し
て
下
さ
い
」

と
語
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
了
毎
年
出

品
頂
く
菊
愛
好
家
の
方
達
も
、
国
を
愛
し
、
花
を
愛

し
、
菊
を
育
て
て
き
た
の
で
し
ょ
う
▼
ご
存
知
の
通

り
、
国
花
は
「
桜
と
菊
」
で
す
。
福
岡
の
桜
の
開
花
予

想
は
、
寒
さ
和
ら
ぐ
春
分
の
日
、
今
月
の
二
十
一
日

頃
だ
そ
う
で
す
。
菊
の
前
に
も
う
―
つ
の
国
花
「
桜
」

を
愛
で
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
鈴
）

所
〒
八
―
―
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
ニ
ニ
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ
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毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つ● なみ

1 • 1 5日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏 (15 日）........................................................... 

4 日 氏貞公墓前祭
午前11 時～於＝氏貞公墓前

（宗像市上八）

本年は神式で斎行•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
19日松尾神社祭

午前11 時～於＝境内松尾神社........................................................... 

21 日皇霊殿逢拝式
午前10時～




